
 

 

耐荷重：200kg/棚当たり（スパイク装着時） 

※XU03FS,XR03FS（鋼鉄クロム仕上げ支柱）CPAS105は8本です。 

XU03FS,XR03FSの各段は支柱1本ですので105mmです。全体に110mm低くなります。 
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このたびは、XF03FSⅡ、XR03FSⅡガラス棚ラックをお買い上げいただきまして、 

ありがとうございました。 

ご使用前に、この「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

お読みになった後は大切に保管してください。 



 

 

 ※ FSⅡはクローム支柱各段２本の連結です。FSは105mmクローム支柱格段1本です。 

 

（１）上段棚板及び中段棚板を組み上げます（通常の置き方をひっくり返した状態で 

   組み立てます）。  

（２）棚板の下側から④鋼鉄クローム接合金具兼スパイク受けを棚板の穴に合わせは 

   め込みます。  

   ④にネジをねじ込みます。その際ネジの上下に注意してください。短いねじ切  

   り部分を④にねじ込みます。  

（３）②鋼鉄クローム仕上げ支柱を④と結合します。  

（４）②鋼鉄クローム仕上げ支柱を③鋼鉄クロームスパイク支柱と結合します。  
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（５）③に⑤クローム仕上げスパイクを接続します。  

（６）上記の手順にて上段棚板と中段棚板をくみ上げます。  

（７）下段棚板は、棚板の下に④鋼鉄クローム接合金具兼スパイク受けを棚板の穴に合 

   わせはめ込みます。  

   ④に直接③鋼鉄クロームスパイク支柱を結合します。  

   ③に⑤クローム仕上げスパイクを接続します。  

（８）ラック全体をひっくり返し、お好みの位置に真鍮中型スパイク受けを配置し、下 

   段棚板を載せます。  

   ラックは、重量がありますので、安全のため大人二人以上で作業を行ってくださ 

   い。  

   その際、スパイクの先で手や、足元を傷つけないよう注意してください。 

（９）下段棚板、中段棚板、上段棚板の順に載せてください。 

   その際、スパイクの先で手や、足元を傷つけないよう注意してください。 

   ④のスパイク受け部分と⑤のスパイクの先端位置がずれている場合は、②を少し 

   緩めて、位置調整をしてください。 
   ④のスパイク受け部分と⑤のスパイクの先端位置がずれている場合は、②を少し緩めて、 

    位置調整をしてください。【D図】 

 

 


